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今
年
４
月
か
ら
農
業
大
学
校
内
に
県
内

全
域
の
就
農
相
談
窓
口
と
し
て「
愛
知
県
農

起
業
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
農
業
大
学
校
で
は
、
農
業
後
継
者
、
新

た
に
就
農
を
希
望
す
る
学
生
・
研
修
生
の
育

成
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
就
農
者

確
保
に
向
け
た
相
談
機
能
が
加
わ
っ
た
こ
と

で
、
愛
知
県
の
農
業
者
の
担
い
手
の
確
保
と

育
成
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
愛
知
県

農
起
業
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下 

ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
の
活
動
紹
介
と
と
と
も
に
、
県
内
の

就
農
支
援
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
就
農
に
向
け
た 

一
次
相
談
窓
口 

 
 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず
、
就
農
に
関
す

る
基
本
的
な
流
れ
や
支
援
制
度
、
就
農
希

望
地
や
品
目
な
ど
の
相
談
を
受
け
る「
一
次

相
談
」
を
行
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
就
農
希
望

地
な
ど
が
固
ま
っ
て
き
た
段
階
で
、
８
か
所
の

農
林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普
及
課
内
に

あ
る
各
地
域
の
就
農
相
談
窓
口
「
農
起
業
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
調
整
を
行
い
、
農
起
業
支

援
セ
ン
タ
ー
が「
二
次
相
談
」
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。 

 

な
お
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
相
談
者
が
ス
マ

ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自
宅
か
ら
相
談
で
き

る
“
リ
モ
ー
ト
相
談
”
に
も
対
応
し
好
評
で
す
。 

新
た
に
始
ま
っ
た 

「
就
農
説
明
会
」は
好
評
！ 

就
農
に
関
す
る
情
報
や
相
談
を
希
望
す

る
人
に
と
っ
て
、
農
業
の
基
本
的
な
知
識
や

情
報
な
ど
知
り
た
い
情
報
は
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
ま
ま
で
相
談
に

見
え
る
方
も
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
５
月
か
ら
、

“
就
農
説
明
会
”
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
回

目
は
農
大
で
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
リ
モ
ー
ト
形

式
で
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
９
月
ま

で
に
５
回
開
催
し
ま
し
た
が
、
１
回
当
た
り

愛
知
県
農
起
業
支
援 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動 

   

特  集 

リモートによる就農説明会 
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15
名
く
ら
い
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
説

明
会
で
は
、
就
農
ま
で
の
流
れ
や
各
種
支
援

制
度
な
ど
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
“
就
農
支

援
事
業
の
対
象
や
条
件
は
？
“
、
”
就
農
す
る

ま
で
に
ど
れ
く
ら
い
の
資
金
が
必
要
か
？

“
な
ど
の
質
問
が
多
い
で
す
。
約
１
時
間
の
説

明
会
で
す
が
、
“
リ
モ
ー
ト
形
式
で
参
加
し
や

す
い
“
と
好
評
で
す
。 

 

説
明
会
後
、
参
加
者
か
ら
は
、「
前
向
き

に
就
農
を
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
。
」
と
い
う

意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
説
明
会
後
に
希

望
者
に
は
就
農
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

就
農
に
向
け
た
計
画
な
ど
が
わ
か
り
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は「
就
農
説
明
会
」
を
月
２
回
開
催
し
て
い
く

予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

   

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
就
農
情
報
の 

発
信
基
地 

 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
大
き
な
役
割
に
就
農
情

報
の
発
信
が
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

現
在
ま
で
に
県
内
各
地
の
就
農
情
報
を
集

約
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
農
大

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
内
に
あ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
他
、
９
月
か
ら
農

大
の
中
央
教
育
棟
２
階
に「
あ
い
ち
の
就
農

情
報
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
農
大
に
来
ら

れ
る
方
が
気
軽
に
就
農
に
関
す
る
情
報
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
今

後
も
情
報
発
信
を
充
実
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

  

    

   

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
県
内
各
地
域
の
就
農

情
報
の
収
集
や
就
農
に
向
け
た
連
携
を
図

る
た
め
、
就
農
支
援
事
例
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
県
内
各
地
域
で
JA
や
市
町
村
等
が
就

農
希
望
者
の
研
修
を
受
け
入
れ
て
い
る
主
な

機
関
は
表
の
と
お
り
で
す
。 

県
内
の
就
農
支
援
事
例 

 

JA
西
三
河
い
ち
ご
ス
ク
ー
ル 

就農説明会 

 
 

（９
月
末
現
在
） 

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
就
農
相
談
は
、
月

平
均
20
人
く
ら
い
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。

20
、
30
歳
代
の
若
い
方
が
約
４
割
と
最
も

多
く
、
実
家
に
農
地
が
あ
る
Ｕ
タ
ー
ン
や

新
た
に
農
地
を
賃
借
な
ど
し
て
農
業
を
始

め
た
い
方
も
い
ま
す
。
農
業
を
希
望
す
る

理
由
は
、
“
努
力
が
報
わ
れ
る
仕
事
だ
と
思

う
“
、
”「
食
」
を
担
う
仕
事
を
し
た
い
“
、
”

自
分
の
夢
が
か
な
う
、
自
由
に
で
き
る
“
な

ど
で
す
。
最
近
で
は
、
”
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

で
先
が
見
え
な
い
か
ら
“
と
い
う
考
え
の
方

も
相
談
に
み
え
ま
す
。
相
談
時
間
は
平
均

で
１
時
間
く
ら
い
で
す
が
、
２
時
間
以
上
の

相
談
も
あ
り
、
相
談
さ
れ
る
多
く
の
方
が

熱
心
で
す
。 

ギ
ャ
ッ
プ
が
課
題 

就
農
に
あ
た
っ
て
一
番
の
課
題
は
“
農

地
”
で
す
が
、
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
方

は
約
７
割
み
え
る
た
め
、
そ
の
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
農
地
の
斡
旋
等

可
能
な
地
域
で
JA

の
部
会
等
の
研
修
を

受
け
、
信
頼
を
得
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な

ど
の
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
本
人
の
希
望
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き

く
、
各
地
の
農
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
二

次
相
談
へ
至
る
ケ
ー
ス
は
１
割
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
就
農
相
談
状
況 

◇ JA や市町村等が就農希望者の研修を受け入れている主な機関 ◇ 

〇はつらつ農業塾（一宮市、稲沢市）、〇瀬戸農業塾（瀬戸市）、〇かすがい農業塾（春日井市）、〇

農業塾（出荷者育成コース）（江南市）、〇農業塾（大府市）、〇ＪＡあいち知多キャベツ部会（大府

市、常滑市、南知多町）、〇ＪＡあいち知多東海茄子研究会（東海市）、〇農事組合法人オーガニック

ファーム知多（南知多町）、〇知多の恵みグループ（美浜町）、〇ＪＡあいち三河「いちご」新規就農サ

ポートセンター（岡崎市、幸田町）、〇ＪＡあいち三河農業塾（岡崎市）、〇刈谷生きがい楽農センター

（刈谷市）、〇ＪＡあいち中央いちじくスクール（安城市）、〇ＪＡ西三河いちごスクール（西尾市）、〇Ｊ

Ａ西三河いちじくスクール（西尾市）、〇豊田市農ライフ創生センター（豊田市）、〇援農ネットみよし

事業（みよし市）、〇ＪＡあいち豊田みよし施設園芸支援センター（みよし市）、〇公益財団法人農林業

公社しんしろ（新城市）、〇JA 愛知東トマト部会設楽支部（設楽町）、〇公益財団法人功農支援会（豊

橋市）、〇とよかわ就農塾（豊川市）、  〇オーガニックファーマーズ名古屋（江南市、長久手市、春

日井市、西尾市、田原市） 
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こ
の
中
で
JA
西
三
河
い
ち
ご
部
会
の
取
組

「
ＪＡ
西
三
河
い
ち
ご
ス
ク
ー
ル
」
を
紹
介
し
ま

す
。 JA

西
三
河
の
営
農
部
指
導
販
売
課
の
日

比
敏
之
係
長
さ
ん
、
営
農
部
あ
ぐ
り
セ
ン

タ
ー
小
牧
の
中
村
有
佑
さ
ん
と
、
西
三
河
農

林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普
及
課
（
西
三

河
農
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
）
担
当
の
加
藤
夕

子
専
門
員
に
ス
ク
ー
ル
の
案
内
を
い
た
だ
き

な
が
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

Ｑ 

ス
ク
ー
ル
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い 

ど
の
産
地
も
同
じ
状
況
だ
と
思
い
ま
す

が
、
い
ち
ご
部
会
で
は
部
会
員
の
高
齢
化
が

進
み
、
将
来
の
産
地
力
が
低
下
す
る
危
機
感

を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
JA
担
当
か
ら

部
会
役
員
に
働
き
か
け
て
、
平
成
30
年
度

に
、
部
会
長
経
験
者
等
６
名
で
構
成
す
る

「
い
ち
ご
産
地
振
興
委
員
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
“
産
地
の
担
い
手
づ
く
り
“
が

検
討
さ
れ
、
令
和
元
年
度
に「
JA
西
三
河
い

ち
ご
ス
ク
ー
ル
」
を
開
始
し
ま
し
た
。 

Ｑ 

い
ち
ご
ス
ク
ー
ル
の
仕
組
み
を
教
え

て
く
だ
さ
い 

研
修
期
間
は
、
毎
年
６
月
か
ら
翌
年
５
月

ま
で
の
一
年
間
、
研
修
受
け
入
れ
農
家
で
の

実
習
、
イ
チ
ゴ
栽
培
に
関
す
る
座
学
、
農
大

の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
研
修
を
受
講
し
て
基

礎
的
な
技
術
と
知
識
を
学
び
ま
す
。 

 

Ｑ 

ス
ク
ー
ル
の
応
募
状
況
や
修
了
生

と
そ
の
後
の
就
農
状
況
は
ど
う
で
し
ょ

う
か ス

ク
ー
ル
の
問
い
合
わ
せ
は
年
間
40
件
程

度
で
す
が
、
農
業
の
厳
し
さ
を
説
明
す
る
と

多
く
の
人
が
受
講
を
断
念
し
ま
す
。
面
接
ま

で
進
む
人
は
合
格
し
て
い
ま
す
。 

最
初
の
ス
ク
ー
ル
修
了
生
（
令
和
２
年
度
）

は
４
名
、
令
和
３
年
度
は
３
名
で
す
が
、
全
員

が
就
農
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
新
設
ハ
ウ

ス
で
開
始
し
た
方
は
２
名
、
中
古
ハ
ウ
ス
で
開

始
し
た
方
は
５
名
で
す
。 

Ｑ 

研
修
生
を
受
け
入
れ
る
際
に
注
意

し
て
い
る
点
は
あ
り
ま
す
か 

受
け
入
れ
た
い
研
修
は
、
自
分
で
調
べ
、
勉

強
し
、
主
体
的
に
準
備
で
き
、
自
己
資
金
や

生
活
費
の
確
保
が
で
き
る
人
で
す
。
困
難
に

も
へ
こ
た
れ
ず
ガ
ッ
ツ
の
あ
る
人
で
す
。
自
分

か
ら
動
か
ず
、
受
け
身
の
人
は
受
け
入
れ
が

難
し
い
と
思
い
ま
す
。 

Ｑ 

就
農
に
あ
た
っ
て
の
課
題
は
あ
り
ま

す
か や

は
り
空
き
ハ
ウ
ス
の
確
保
が
課
題
で
す
。

今
は
部
会
の
協
力
で
、
農
地
や
空
き
ハ
ウ
ス
の

情
報
を
積
極
的
に
集
め
て
き
て
く
れ
る
の
で

助
か
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

今
後
の
ス
ク
ー
ル
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
で
す
か 

１
年
に
３
名
程
度
の
研
修
生
を
受
入
れ
、

10
年
で
30
人
を
就
農
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

  

受
入
農
家 

深
谷 

均
さ
ん 

研
修
生
は
質
問
が
多
く
て
、
作
業
も
早
い

の
で
、
意
欲
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。
自
分
か

ら
気
づ
い
て
動
い
て
く
れ
、
作
業
が
早
く
進

み
助
か
っ
て
い
ま
す
。
新
規
部
会
員
が
入
る

こ
と
で
部
会
に
活
気
が
出
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
て
う
ま
く
世
代

交
代
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

研
修
生 

鈴
木
妙
子
さ
ん 

親
戚
が
こ
の
地
域
で
イ
チ
ゴ
農
家
だ
っ
た

の
で
い
ち
ご
栽
培
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

最
初
は
、
家
族
も
イ
チ
ゴ
栽
培
に
反
対
し
て

い
ま
し
た
。
説
得
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
JA
か
ら
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
言
わ

れ
ス
ク
ー
ル
に
入
校
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ス
ク
ー
ル
で
は
、
手
取
り
足
取
り
教
え
て

も
ら
い
勉
強
に
な
り
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
で
は
す

べ
て
の
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
、
積
極
的
に

動
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

農
地
を
親
戚
の
紹
介
で
借
り
、
ハ
ウ
ス
を
建

設
す
る
予
定
で
す
。 

 Ｑ 

最
後
に
農
起
業
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
要
望
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す 

JA
西
三
河 

 

日
比
係
長
さ
ん
、
中
村
さ
ん 

相
談
者
自
ら
が
、
農
業
の
現
状
や
栽
培

品
目
に
つ
い
て
自
分
で
調
べ
る
よ
う
な
積
極

性
を
も
つ
よ
う
に
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

ず
は
、
県
内
外
を
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
研
修

先
を
自
分
の
目
で
見
た
上
で
、
当
ス
ク
ー
ル

を
選
ぶ
か
ど
う
か
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

普
及
課 

加
藤
夕
子
専
門
員 

最
終
的
に
就
農
に
つ
な
が
る
人
と
つ
な
が

ら
な
い
人
は
“
や
る
気
の
差
”
が
大
き
い
と
思

う
の
で
、
自
分
で
調
べ
て
自
ら
動
く
人
を
二

次
相
談
へ
と
つ
な
い
で
く
れ
る
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。 

   

 

研
修
受
入
農
家
、
研
修
生
の
声 
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鷲岡 輝さん（22 歳） 

令和元年度 卒業（酪農専攻） 
豊橋市 酪農（現在．田原市で研修中）  

  

 
Q 現在、どんなことをされていますか 

⺟と祖⺟が豊橋市内で酪農を経営しているの
で、その後を継ぐため、現在、田原市の山田牧場
と豊橋市内の牧場で働きながら研修をしていま
す。 

Q 研修はどのようなことをされていますか 
研修をしている２軒はそれぞれ異なる飼養方

式です。山田牧場は、自分の家と同じ飼養方法（対
尻式のつなぎ牛舎）ですが、豊橋市内の牧場はフ
リーストール牛舎です。家に入る前にそれぞれの
飼養方法のメリット、デメリットなど実地で勉強
して就農時に役立てたいと思っています。１週間
のうち、５日は山田牧場、１日は豊橋市の牧場、

１ 日 は 家 を 手
伝っています。
お 休 み は あ り
ませんが、とに
か く 今 は 勉 強
な の で 、 が ん
ばっています。 

Q 就農後はどんな経営を目指していますか 
家は、搾乳牛 25 頭の規模ですが、まずは、搾乳

牛 40 頭をめざしています。農大に在校していた
時から少しずつその準備を進めています。 

将来的には、休みがとれる酪農経営を目指して
いきたいです。そのためには規模拡大をして、雇
用や機械などを導入して効率的な経営をしてい
きたいと思っています。 

Q 農大に入るきっかけを教えてください 
小学生の時におこづかい稼ぎで家の酪農を手

伝っていた時、牛が好きになって農業をやってみ
たくなりました。それで、中学生の時から、農業
高校、そして県農大に入ることを決めていました。 

Q 農大の思い出を教えてください 
やはり、寮生活は一番の思い出です。寮生活で

は先生方にいろいろご迷惑をおかけしたかもし
れませんが．．．、そのような生活を通じてたくさ
んの友達ができました。また、クラブ活動は野球
部でしたが、他のクラブにも顔をだして、いろん
な専攻の学生と話ができて楽しかったです。勉強
を兼ねて近くの牧場やショッピングセンターで
バイトをしていました。毎日、バイトやクラブで
忙しかったけれど、ほんとうに充実した毎日でし
た。 東近スポーツ大会の野球で２年間とも優勝
したことも思い出です。 

２年生の時は専攻⻑でしたが、みんなをまとめ
るのに苦労しました。でも、その経験を通じて、
人を見る観察力や指示する力が身に付きました。
今でも牧場で指示する側に立つことがあります
が、すごく役立っています。 

Q 後輩へメッセージをお願いします 
卒業後に思うことは、２年間はほんとうにあっ

という間だということです。２年間をムダにしな
いためには、とにかく目標をもつことが大事だと
思います。先生に言われることをただするのでは
なくて、自分で考えて工夫すること、やらされて
いる感ではだめだと思います。農大の実習時間を
どう使うか、自分自身が成⻑したいと思うなら、
遊ぶときは遊ぶ、実習や授業をしっかりする、そ
の メ リ ハ リ
を も っ て ほ
し い と 思 い
ます。充実し
た ２ 年 間 に
な る よ う 頑
張 っ て く だ
さい。 

農大 OB 紹介 
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 作物専攻は、16 名（1 年生８名・２年生８名）の学生が、１ha の大規模水田を含む９枚
のほ場、計 3.3ha の水田で水稲・小⻨・大⾖の栽培・販売実習を行っています。 
 水稲では「コシヒカリ」、「あいちのかおり」を始め、「ミルキークイーン」や無農薬無化
学肥料のお米など、様々な品種や方法での栽培技術を学び、大切に育てたお米は直売で販売
しています。 
 農機メーカーとの協力により、自動運転田植え機や PF コンバイン（水分・収量・品質を
確認しながら収穫できる）、農業用ヘリやドローンの実演を行っており、大きな面積の栽培
に適したスマート農業の技術を学んでいます。 

最新の技術に触れながら、食糧生産の根幹を担う作物栽培を学ぶことができるのが作物専
攻の魅力です。 

 

作物専攻 

 
新学期早々、苗の準備と田植えで
忙しくなりますが、遊び心を忘れ
ず楽しく実習に取り組みます︕ 
 

1ha 水田での直播栽培播種 

直進アシスト田植え機‼ 
最新の機械に触れること
ができるのも魅力です。 

 
田植えが終わって⼀段落…と思いきや
⼩⻨の収穫や⼤⾖の播種が始まります。 
水稲ではドローンを活用したリモート
センシングも実施しています。 
 

小麦の収穫 
(愛知は小麦の単収日本一) 

大豆・水稲の防除‼ 
大変だけど大事な作業です。 
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熟期の異なる多彩な品種の収穫が約
2 か月間続きます。農機メーカーの実
演も⾏いながらおいしい新⽶を収穫
します。今年の出来はどうかな︕︖ 
 

【水稲栽培品種】 
コシヒカリ・ミルキークイーン・
あさひの夢・愛知 135 号・あい
ちのかおり・愛知糯 126 号・こ
はるもち・十五夜糯・モミロマン 

今年初収穫！ 稲 WCS の収穫 

 
収穫後は次作に向けた水田の準備 
を⾏います。ロータリ・プラウ・
レーザーレベラー・ハローといっ
た様々な機械を駆使します‼ 
 

もちろん卒論作成・発表会も‼ 

ロータリ・ハローの様子 

 校外学習で試験場や農業法人、味噌や酒造メーカーを訪問し水稲・小⻨・
大⾖の栽培や加工について学んでいます。また、県外学習で他県の作物生
産について学んでいます（R1 福岡県、R2 石川県）。 
 また、加工演習として、⾖腐・味噌・五平餅作りや餅つきを行っていま
す。作った五平餅や切り餅は農大祭でも販売しています。 

餅つき‼ 
五平餅作り。できたておいしい‼ 味噌造り 

マーケティング研修 校外学習で土壌分析 お米のパッケージ作成 ハウス裏でジャガイモ栽培 
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イ
チ
ゴ
の
苗
を 

定
植
し
ま
し
た 

 

９
月
27
日
に
イ
チ
ゴ
の
苗
を
温

室
に
定
植
し
ま
し
た
。
３
月
か
ら

育
苗
ハ
ウ
ス
で
我
が
子
の
よ
う
に
育

て
た
苗
は
病
気
の
発
生
も
な
く
、

良
好
な
生
育
で
す
。
温
室
に
は
５

品
種
、
約
３
千
株
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。
温
室
で
は
ミ
ス
ト
や
炭
酸
ガ

ス
等
を
使
っ
た
環
境
制
御
を
学
び

な
が
ら
栽
培
し
、
12
月
頃
か
ら
収

穫
で
き
る
予
定
で
す
。
農
大
の
イ

チ
ゴ
は
美
味
し
い
と
毎
年
評
判
な

の
で
、
今
年
も
良
い
も
の
を
作
ろ

う
と
学
生
た
ち
も
一
生
懸
命
に

定
植
を
し
て
い
ま
し
た
。 

    

ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
の

定
植
が
始
ま
り
ま
し
た
！ 

 

施
設
野
菜
専
攻
で
は
ト
マ
ト
、
ナ

ス
、
キ
ュ
ウ
リ
の
定
植
を
行
い
ま
し

た
。
夏
休
み
期
間
中
に
苗
の
育

苗
及
び
ほ
場
の
土
壌
消
毒
な
ど

の
準
備
を
行
い
、
８
月
末
か
ら
順

次
定
植
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

年
は
大
雨
に
よ
る
停
電
な
ど
も

あ
り
、
一
部
の
接
木
苗
が
枯
れ

て
し
ま
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
な

ん
と
か
定
植
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
１
年
生
が
派
遣
実
習
に
行
っ

て
い
る
間
、
２
年
生
が
責
任
を

持
っ
て
管
理
を
行
い
、
苗
も
順
調

に
生
育
し
て
い
ま
す
！ 

   

    

稲
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ 

サ
イ
レ
ー
ジ
の 

収
穫
実
演
！ 

 

作
物
専
攻
で
は
飼
料
用
稲
を
栽

培
し
て
稲

W

C

S(

ホ
ー
ル
ク

ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ)

を
生
産
し
て
い

ま
す
。
９
月
６
日
に
稲
W

C

S

の
収
穫
実
演
を
行
い
ま
し
た
。
普

通
の
お
米
と
は
違
っ
て
茎
や
葉
も

収
穫
す
る
の
で
、
専
用
の
収
穫
機

で
収
穫
し
て
ロ
ー
ル
状
に
し
て
、

ラ
ッ
ピ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
で
ラ
ッ
プ
し
て

い
き
ま
す
‼ 

で
き
あ
が
っ
た
ロ
ー
ル
は
マ
シ
ュ
マ
ロ

の
よ
う
で
す
♪
。
普
通
の
収
穫
と

は
一
味
違
う
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
‼
で
き
あ
が
っ
た
ロ
ー
ル
は

酪
農
専
攻
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
牛

の
エ
サ
に
な
り
ま
す
。 

    

果
物
の
販
売
が
大
盛
況
！

農
大
独
自
の 

セ
ッ
ト
売
り
が
好
評
♪ 

 

今
年
の
果
物
の
販
売
は
、
例
年

に
な
く
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
今
年
初
め
て
の
取
り
組
み
と

し
て
ぶ
ど
う
３
色
（
黒
系
、
青
系
、

赤
系
）
、
ナ
シ
、
ミ
カ
ン
を
セ
ッ
ト
し

て
新
し
い
出
荷
箱
や
不
織
布
等
を

使
い
荷
姿
を
綺
麗
に
仕
上
げ
た

「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
」
を
販
売
し

ま
し
た
。 

こ
の
バ
ッ
ク
を
県
西
三
河
総
合

庁
舎
で
事
前
注
文
し
た
と
こ
ろ
大

好
評
で
贈
答
用
に
と
多
く
の
お
客

様
の
注
文
が
入
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
農
大
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

に
よ
り
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

  

専 攻 トピックス  最近の各専攻で話題になったことや実習風景などをお届けします！ 

各専攻の様子は、農大のインスタグラム、ツイッターで情報発信しています。 
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お
盆
お
彼
岸
用
の 

キ
ク
販
売
が
大
盛
況 

秋
の
お
彼
岸
の
時
期
、
実
習
販

売
で
は
、
お
墓
参
り
用
の
キ
ク
の

花
束
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
す
。

大
量
の
キ
ク
の
栽
培
管
理
や
収
穫

は
大
変
で
す
が
、
練
度
の
高
い
２

年
生
を
中
心
に
着
々
と
作
業
を

進
め
、
今
年
も
準
備
は
万
端
。
お

彼
岸
の
一
週
間
前
、
９
月
15
日
の

実
習
販
売
に
は
、
キ
ク
の
花
束
を

買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
が
殺
到

し
、
用
意
し
た
キ
ク
は
ほ
ぼ
完
売

し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は「
頑
張
っ

た
甲
斐
が
あ
っ
た
」
と
満
足
気
で
し

た
。
学
生
が
大
切
に
育
て
た
キ
ク
、

き
っ
と
御
先
祖
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

   

    

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
が
山
で 

避
暑
を
し
て
い
ま
す 

 

毎
年
恒
例
の
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の

山
あ
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
シ
ン
ビ

ジ
ウ
ム
は
、
花
を
咲
か
せ
る
た
め

に
、
真
夏
を
涼
し
く
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
農
業
大
学
校
で
は
６

月
末
か
ら
10

月
初
旬
ま
で
、
標

高
500
ｍ
ほ
ど
の
設
楽
町
で
管
理
し

て
い
ま
す
。
快
適
な
環
境
で
た
く

さ
ん
花
を
つ
け
、
12
月
に
は
き
れ

い
に
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

 

    

Ｔ
Ｍ
Ｒ 

 モ
リ
モ
リ
食
べ
ま
す
！ 

 

９
月
、
涼
し
く
な
っ
て
食
欲
の
秋

と
な
り
ま
し
た
。
搾
乳
し
て
い
る

牛
達
も
そ
う
で
す
。
搾
乳
牛
に

は
、
牧
草
な
ど
の
粗
飼
料
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
大
豆
な
ど
の
濃
厚
飼
料

に
加
え
、
添
加
剤
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
混
合
し
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
（
完
全
混

合
飼
料
）
を
給
与
し
て
い
ま
す
。
体

に
反
す
う
胃
を
持
ち
夏
場
が
苦

手
な
牛
た
ち
も
、
涼
し
く
な
っ
て
よ

う
や
く
食
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

毎
日
の
混
合
や
調
整
、
給
与
作
業

は
大
変
で
す
が
、
た
く
さ
ん
食
べ
て

た
く
さ
ん
生
乳
を
生
産
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
作
業
し
て
い
ま

す
。 

  

    

精
液
希
釈
実
習
で 

２
年
生
が
１
年
生
を
指
導 

 

９
月
２
日
、
人
工
授
精
に
用
い

る
精
液
を
希
釈
す
る
実
習
を
行

い
ま
し
た
。
採
取
し
た
精
液
の
活

力
、
生
存
率
を
顕
微
鏡
で
確
認

し
た
後
、
希
釈
倍
率
の
決
め
方

や
、
フ
ラ
ス
コ
や
ピ
ペ
ッ
ト
を
使
っ

て
希
釈
す
る
方
法
を
２
年
生
が

１
年
生
に
て
い
ね
い
に
説
明
し
て

い
ま
し
た
。
精
液
性
状
は
最
高

気
温
の
ピ
ー
ク
か
ら
１
ヵ
月
ほ
ど

遅
れ
て
悪
く
な
る
の
で
、
受
胎
率

を
高
め
る
た
め
に
慎
重
に
作
業

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

    

鶏
の
解
剖
等
の 

実
習
を
行
い
ま
し
た 

９
月
３
日
に
中
央
家
畜
保

健
衛
生
所
保
健
衛
生
課
の
職

員
の
方
々
を
講
師
と
し
て
、
養

鶏
専
攻
の
１
、
２
年
生
を
対
象

に
、
鶏
の
解
剖
等
の
実
習
を
行

い
ま
し
た
。 

学
生
は
、
ま
ず
、
家
畜
保
健

衛
生
所
職
員
に
よ
る
採
血
を

見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
解

剖
を
行
い
な
が
ら
、
臓
器
の
場

所
、
状
態
を
確
認
し
、
病
気
に

な
る
と
臓
器
が
ど
の
よ
う
に
な

る
か
を
詳
し
く
教
え
て
頂
き
、

鶏
の
疾
病
へ
の
理
解
が
深
ま
り

ま
し
た
。 
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 農業技術研修は、新たに農業経営を始める方や
農業生産法人等へ就職する方が、必要な農作物の
生産技術、農業経営に関する知識等を習得するた
めの研修です。本研修は、岡崎高等技術専門校の
「愛知県雇用セーフティネット対策訓練農業技
術研修科」として農業大学校で実施しています。 

 平成 14 年に始まり、現在までに 19 期生が受講
し、多くの方が就農や農業法人への雇用就農など
しています。 

 研修プログラムは、毎年 5 月上旬から翌年 1 月
下旬までの 9 か月間、本校で露地野菜栽培の実習
を主体に就農に役立つ講義などを週５日間行っ
ています。その他、校外学習
では先進農家や本研修を通
じて就農した先輩農家、農
産物直売所、農業試験場な
どの校外学習も行っていま
す。 

 実習では、体を動かし、実
際に農作業をすることで技
術・技能を身につけていき
ます。そのため、前職がデス
クワークだった人には、最
初はとてもきついですが、
夏頃には、皆さんたくましくなります。 

 朝、9 時前に全員で
ミーティングが行われ、
先生から当日の農作業
内容を聞いて作業を行
います。研修生は約 30 名
で５名ごとに各班に分

かれ、２か月ごとに班⻑が交代しますが、班⻑は
お互いの作業が遅れないように気を付けながら、
それぞれが責任をもって作業を行っています。ま
た、研修生一人ひとりが近況報告を含めた自己紹
介を行い、その中で農業への思いや目標を話し交
流を図っています。 

 最後に、各研修生
は就農に向けて、そ
れぞれの営農計画を
発表し巣立っていき
ます。 

 

 

〇 村上敦子さん 

 実家(豊橋市)で父がメロ
ンやキャベツなど野菜の専
業農家で、福祉関係の仕事
をしながら、時々手伝って
いました。父がケガをしたことをきっかけに、家
族から本格的に家に入ってほしいと頼まれまし
た。そんな時、農大のホームページでこの研修を
知って、どうせ手伝うなら、自分で考えて自分で
計画して農業をしてみたいと思って受講するこ
とに決めました。将来の夢は、障がい者を農業で
雇用する会社を立ち上げたいと思っています。実
は⻑男が農大の野菜専攻 1 年生なので、将来は両
親や妹、子供と一緒に農業ができればと思ってい
ます。研修はいろいろな作物が学べて、とにかく
楽しいです。 

〇 吉田 学さん 

 以前は介護関係の仕事を
ずっとしていました。義兄
から幸田町の実家に農地が
あるので、農業をやってみないかとすすめられた
のをきっかけで農業に関心をもつようになりま
した。ハローワークに行ったときに、このことを
話したら、農大の研修を紹介されて、さっそく受
講することにしました。幸田町の特産のナスを栽
培したいので、研修終了後は、まず、ＪＡの紹介
でナス部会の研修をして、地域の人と仲間づくり
をしてから農業を始めたいと思っています。10ａ
くらいの規模から開始して、ハウスを建てたいと
思っています。研修は、同じ目標をもつ仲間もい
て楽しいです。実習販売では、自分たちの作った
ものを直接売ることで、いろいろな声が聞けて、
楽しんでいます。 

農 業 技 術 研 修 

研修生の声 
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トピックス 

夏休み明け 始業式 

 ９月１日（水）始業式が行われました。 
 今回は、新型コロナ感染症による緊急事態宣言中のた
め、学生は学生寮の各居室内にいて、放送により実施しま
した。 
 寮内の放送を通じて堤校⻑からは、新型コロナ感染症
対策の徹底、派遣研修や進路指導などの講話がありまし
た。 
 学生は、新型コロナ感染症など心配される中で、新学期
新たな気持ちをもってスタートします。 

「派遣実習」開始！！ 

愛知農業次世代リーダー塾始まる 

8 月 30 日（月）愛知農業次世代リーダー塾の開講式
が行われました。受講者は、経営主の方に加え、経営
主の右腕としての活躍が期待される方など 13 名です。 

本年度の講座構成は、昨年度の講座をよりバージョ
ンアップするため、校⻑講話と先進農家講話を加えま
した。 

午後、早速、第 1 回講座があり、本校の堤校⻑より
「経営主として必要な資質」として講話があり、受講
生は熱心に聴講しました。 

これから半年に及ぶ塾が始まります！。 
 

本校農学科１年生 80 名の「派遣実習」が９月 14 日
(火）から始まりました。 

派遣実習の受け入れ農家は県内 72 ⼾、県外２⼾で、
各農業改良普及課の協力を得て、県内各地域で開始式が
行われました。 
 派遣実習の開始式では、受け入れ農家のみなさんにご
出席いただき、学生一人一人から研修に向けた抱負を述
べました。学生には自らの持てる力を総動員して技術習
得に奮闘してきてくれることを期待しています。 

 

寮管理室からの放送で堤校長の講話 

開始式(東三河農業改良普及課) 

リーダー塾の開講式 
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農産物利活用研修を開催 

9 月 15 日（水）農産物利活用研修が本校で開催され
農業者等 28 名が参加し、創和マネジメント代表梅村
彰氏を講師に「農業のマーケティングと 6 次産業化」
の講演が行われました。 
 講演の中では、マーケティングを進める手順が説明
されるとともに、演習を行い、マーケティングに対す
る理解を深めました。 
 受講者からは、「今後の販売に役立てたい」という感
想が多く、有意義な研修となりました。 

「あいちの就農情報」ができました 

愛知県農起業支援ステーションでは、県内各地域及
び全国の就農に関する紹介情報や就農に関する制度な
どの印刷物を集めた「あいちの就農情報」コーナーを
農業大学校の中央教育棟２階ロビーに設置しました。 

農大にお越しの際は、自由に閲覧できますので、ぜ
ひご利用ください。 

農起業支援ステーションでは、これからの多くの就
農に関する情報の充実に努めていきます。 

お 知 ら せ 

オープンキャンパス ２０２１ 開催 
 新型コロナウィルス感染症による緊急事態宣言のため延期した第５回オープンキャンパ
スを下記の予定で開催します。本校の学生も参加して交流を深める機会もあるので、農大へ
の入学に関心がある方はぜひご参加ください！ 
 
   第 5 回  2021 年 10 月 16 日（土曜日） 
 ※ 午前９時 50 分〜正午 
   ※ 事前に参加申し込み（電話、メール）が必要です。 
            詳細は本校ホームページを御覧ください。 

梅村氏の講演 

ぜひ、ご利用ください！ 


